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僕は、宮大工の家に生まれた。

庭には木が積まれ、木を刻む音が家中

に鳴り響く。気が付けば、木に囲まれて

成長していた。そしてこれから大工の道

へとすすむ。僕は、この卒業設計で木と

真剣に向き合うことを決めた。

自分の空間体験の一つに庭に積まれて

いた木材で遊んだ記憶がある。

それは、木を乾燥させるために積まれ

た景色だった。つまり、建築になる前の

生の素材。用途もない。ただ乾燥させて

いるだけ。

僕は、そこに木の魅力を感じていたこ

とに気付く。

『木材そのものを感じる空間の提案。』

ただ木を積み上げ、乾燥するのを待っ

ているだけだったため、木の時間でしか

なかった「乾燥」という工程。しかし、

建築になる前の木材だからこそ、魅力が

つまった時間でもある。そんな乾燥の世

界の中で空間を作りたい。

そこにできた空間は、建築になってか

らではわからない木一本一本の物語が詰

まった空間となる。
宮大工の家に生まれ木に囲まれて育ったという作者。日常の体験として

記憶している桟積みという木の乾燥方法を用いながら、目的を持った形へ

と操作することで様々なテンポラリーな世界を作るという提案だ。

105角の柱材を桟木を介して積み上げるという一定のルールの中でベンチ

やくぼみ、壁で囲まれた小さな部屋など様々な空間を作り上げている。迫

力ある木の棒材で組み上げられたモデルに各種木材の見本板を添えること

で、手触り感や木の香りまでも手伝い作業場の音までもが聞こえてきそう

な魅力ある提案となっている。

プログラムや構成の面白さに重きをおくことで素材感が希薄になり、模

型がそのまま建ったような建築が評価されがちな今、ここまで質感にこだ

わり自分の体験を膨らませた作者を評価したい。原寸に近いスケールで分

かりやすい計画であったこともあり、3寸5分の柱を選択したことの是非や

スケールなど問う声もあった。この素敵な空間を例えば小さな子供達が体

験できるようにする等の具体的な方策の提案が伴えば、より説得力を増し

たのではないかとも考える。
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大量消費が特徴となった現代社会にお

いて、アパレル産業における廃棄物の増

加が深刻な問題としてあげられている。

排出量は年間約210万トンにも及んでい

て、これは家電4品目（冷蔵庫・テレビ・

エアコン・洗濯機）における年間の総排

気量の3倍に値する。

廃棄物増加の背景には、流通構造が複

雑であること、消費者が産業全体の現状

を認知していないことが原因である。

そこで本計画では、東京都23区の中で

最も衣服の消費量の多い東京都渋谷区に

おいて、産業全体の垂直統合、消費者へ

の可視化による廃棄物の削減を目的とし

た、生産工場・商業施設・再生資源化工

場の機能を複合した提案する。

この施設を訪れることが今ある一着を

大切に思う、自分を見つめなおすきっか

けとなる。

廃棄物とはいえ商品価値を失っただけの新品の山。流行を追うアパレル

産業の宿命ともいえる大量廃棄の現実に対し、生産および再生資源化過程

を売り場の商品と同列に可視化し、供給側と消費者双方に問題提起する提

案である。

敷地は消費先端地・神宮前。前面の街路（R246）に直交するように櫛状

に建築を分節、みちゆく人を引き込むスリットを創り出している。さらに

構造体である壁が建築全体を小割りにし、空間の流動性と視線の交錯を

魅力あるものにしている。工場ゾーンの壁と床をオレンジに着色し、空

間サインとして散りばめている構成も面白い。ただ1階の大きな工場はプ

ロポーションの良い空間ではあるものの、建築全体の構成をわかりにくく

させており（特に1階平面図において）、一ランク上の組み合わせ方あるい

は消費者動線との絡ませ方ができれば、格段に説得力を増したと思われる

点が惜しまれる。

（審査委員：柳瀬寛夫）
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